
「育てた藍で生葉の液づくり」※児童の後ろに見えるのは生葉染めのハンカチ　 深谷市立常盤小学校（本文 p.5)
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新年度スタート号

教弘会報
埼 玉 最終受益者は子どもたち

地域を誇りに思い、地域を語れる児童の育成
※本会報に掲載された教職員の皆様の所属・職名等は令和 6年 3月末現在のものです。 （「学校Now」p.5　から）
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この諺の起源はアフリカにあるそうです。太古の昔、
厳しい自然環境の中、人間が野生動物と共存しながら
子どもたちを守り生きていくためには、「みんな」で様々
な知識を分かち合いながら行動することが求められたと
想像できます。一方で、生死を左右し決断に一刻の猶
予もないような時には、長老の判断などを待たずに自分
ひとりで「早く」行動しなければならない時もあったの
ではないでしょうか。
この言葉は現代に置き換えて考えてみても、例えば、

地震などの自然災害への対応、地球環境問題への取組、
組織での仕事の仕方や課題解決などに大いに参考にな
ると、私は思います。
4月、各学校では新入生や新転任者を迎えて、新年

度がスタートしました。新たな生活が始まれば、そこに
は新たな課題が生まれ、各学校では子どもたち、保護

者や地域等の実情に応じた様々な挑戦も始まろうとして
いると思います。
このような時に大切なことは、子どもたちの小さな変
化等に「ひとりでも早く」気が付き、その問題意識を仲
間で共有し、「遠くまで行く」ために解決に向けて計画的・
継続的に、学校がチームとして「みんな」で取り組んで
いくことが求められていると考えます。
まだまだ厳しい教育環境の中ですが、明日を担う子
どもたちの健やかな成長のためにご尽力されている教職
員の皆様です。当支部は、その崇高な志としっかりと心
合わせをして、引き続き「最終受益者は子どもたち」の
理念の実現に向けて私どもが展開している諸事業が、
子どもたちそして教職員の皆様方が「みんなで遠くまで
行ける」ことに役立つよう、その役割を果たしてまいり
ます。今年度もよろしくお願い申し上げます。

公益財団法人 日本教育公務員弘済会埼玉支部
支部長 細田　宏

参事は、教育の振興・発展と教職員の福祉の向
上・充実のために、教育関係諸機関・団体に対し、
弘済会の諸事業を説明して周知を図り、その理解
を深めて協力体制を作ることを任務としています。
このため、学校、地区校長会等に対して「弘済会

事業説明会」を可能な限り多く設定・実施するこ
とに努めています。
また、ジブラルタ生命保険株式会社の学校担

当営業職員 LC（ライフプラン・コンサルタント）
と連携しながら学校への訪問を通して、奨学金の
給付や研究助成金の申請と贈呈、昇任祝い等に
関する業務を行っています。
退職した校長経験者の中から、現在15名の参

事が活動しています。

令和6年度 参事の紹介 （※は新任）

忍田　壽生
前川島町立
西中学校校長

中山　明広森　幹雄

新井　清人※

牧田　卓司

中川　昇次

鈴木　寿一

山本　達也

大森　正樹※

石川　一浩

平岡　健

大竹　秀明

小学校・中学校
担当参事

高等学校・特別支援学校
担当参事

前横瀬町立
横瀬中学校校長

元埼玉県立本庄
特別支援学校校長

前埼玉県立
南稜高等学校校長

前埼玉県立
朝霞西高等学校校長

山田　明
前熊谷市立
市田小学校校長

前久喜市立
本町小学校校長

元鴻巣市立
鴻巣中学校校長

前さいたま市立
片柳中学校校長

元越谷市立
北中学校校長

元川口市立
岸川中学校校長

元さいたま市立
三室小学校校長

元川越市立
月越小学校校長

安田　孝之※
前飯能市立
奥武蔵中学校校長

秋山　淳※
前埼玉県立
久喜北陽高等学校校長

“早く行きたければ、ひとりで行け。
遠くまで行きたければ、みんなで行け。”
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詳細は当支部発行の「事業一覧」をご覧いただくか、お電話でお問い合わせください。TEL 048-822-7554（教育振興・福祉課）

弘済会埼玉支部事業計画
当支部では、教育の振興と教職員の福祉向上に寄与するため、今年度も下記の諸事業の充実に努めてまいります。

令和6
（2024）
年度

最終受益者は子どもたち
教弘で、安心・安全・助け合い

共済事業（提携保険事業）
教弘保険は、教育関係職員だけが加入でき、保険料は年齢・性別にか
かわらず一律で、集団契約特約を付加することにより割安となっています。
ユース教弘保険、新教弘保険、新教弘保険医療α、新教弘介護保障付
終身保険等、皆様のニーズに応える商品を取り扱っています。

損害保険事業
自動車保険、火災保険、まなびやスーパープラン、ゴルファー保険等、各種
損害保険を取り扱っています。その他、建物本体価格・リフォーム工事価格が5％
割引の住宅紹介、金利がお得な住宅ローン紹介、一般料金より最大41％割引の
レンタカー優待利用、おクルマ購入サポートもあります。なお、県内一部地域に
おいて、提携損害保険代理店も自動車保険等の新規募集活動を行っています。

参事の活動と広報紙の発行 初任者研修会等で諸事業を説明
上記の事業推進にあたり、15 名の参事が学校等教育関係機関
を訪問して事業内容を直接説明し、教職員の皆様に理解を深め
ていただくための活動の更なる充実に努めています。
また、全教職員に配布する「教弘会報埼玉」(年間 6 回発行 )と

「教弘会報埼玉かわらばんHAPPY VOICE!」(年間 3 回発行 )は、
親しまれる紙面づくりを推進し、その充実を図っています。

当支部では平成 29 年度から、埼玉県教育委員会・さいたま市教育委員会・
中核市主催の初任者研修会等の受講者に、奨学・教育研究助成・教育文化の
各事業を中心に弘済会の諸事業について説明しています。数多くの事業を実
施し、各学校の教育活動を支援している当支部を知っていただきたいこと、子
どもたちのために、それらの諸事業を活用して日々の教育実践に取り組んでい
ただきたいことなどをお伝えしています。

● 結婚祝品（商品券）
● 出産祝品（図書カード）
● 新規事業「60歳記念品」（商品券）
（令和 6年度の特例措置あり）
● 新規教弘保険加入者（増口者は除く）
への記念品

 ※株式会社埼玉教弘の事業です。
●現職の教弘保険継続加入者への記念品
5年・10年・15年・20年・

 25 年・30年
 ※株式会社埼玉教弘の事業です。

● 宿泊施設の提供
 （教弘保険加入者・同行家族等1人 2,200 円から）
● 宿泊補助
教弘保険加入者…「利用券」による割引（1泊 3,000 円）
※年度内 2泊まで
※ 7月～ 8月の宿泊者は、補助額を2,000 円増額し、
1泊 5,000 円

※日教弘指定施設及び当支部協定施設（旅館・ホテル・
ペンション・民宿等）での宿泊に限る。

［詳細は「宿泊施設の一覧」をご覧ください。］
●退職後の生きがいと温かい交流
事業を県内14支部で展開中
●支部総会、親睦旅行、交流会、研
修会、クラブ活動等
※退職時に友の会会員資格を有す
る保険に加入している方が対象

●「映画鑑賞券」の贈呈（抽選）（ユナイ
テッド・シネマ、イオンシネマ）

● 教弘保険加入者
人間ドック、脳ドック、婦人科検診受
診者へ補助金（2,000 円～ 5,000 円）、
大腸ガン検診（退職）

●「サッカー（浦和レッズ）観戦チケット」及び「映
画鑑賞券（ユナイテッド・シネマ、イオンシネマ）」
の贈呈【現職・抽選による】

●教弘保険加入者・家族は、ALSOKの介護施設が優
待料金で利用可能です。　※プライバシー厳守

●教弘保険加入者・家族は、一般価格から
11,000 円割引で入会【（株）ツヴァイ】で
きます。　※プライバシー厳守 ●亡くなられた教弘保険加入者への弔意として御香典を送ります。

健康保持増進祝品・記念品の贈呈

結婚相談
介護施設の紹介

弔　意

宿泊施設・宿泊補助

弘済会埼玉友の会

教 育 研 究 助 成 事 業 ̶教育研究・実践を助成̶

教 育 文 化 事 業
̶教育文化活動等を援助̶① 奨学金の貸与 ② 奨学金の給付

　国公私立大学・短大・
高専・専修学校専門課
程・大学院に入学する
とき又は、在学中、修学
年数1年につき25万円、
最高 100 万円を無利息
で貸与します。

○ 中学 3 年生、高校 2・3年生で保護者が経済的に困窮してお
り、修学意欲旺盛な生徒には、選考の上、5万円・10万円・
20万円を給付します。（他にも条件あり）

○ 修学意欲があり、かつ学資金の支払いが特に困難と認められる
者で、大学への進学が決定した高校 3年生（特別支援学校生
徒を含む）を対象に、返済義務のない奨学金（月額 3万円を
4年間）を給付。（給付は令和 7年度から。他にも条件あり）

●学校課題研究助成 ●環境教育支援 ●国際理解教育支援 ●キャリア教育支援 ●防災教育支援 ●ICT活用教育支援
●教育関係団体への助成 ●連合教育研究会等への助成 ●全国・関東ブロック研究大会への助成 
●「研究・実践成果報告集」の刊行と配布 ●「はばたき」応援プロジェクトの実施●教育実践報告の募集

本県教育の振興を支援

教 職 員 の 福 祉 向 上 を 支 援

奨 学 事 業 ̶学資をバックアップ̶

福 祉 事 業 ̶豊かなくらしをサポート̶

○ 教育文化講演会への助成
○ 教育文化事業への助成 
○特別支援学校への支援 
・「ハートフル コンサート」の実施
・「ハートフル コラボ」の実施
○ 生涯学習実践作文の募集 
○ 教弘文庫の刊行と配布

教弘保険は、公益財団法人日本教育公務員弘済会の会員の方だけが加入できます。
教職員の皆様の相互扶助を目的に開発された保険です。
教弘保険に加入されますと各種福祉事業、特典をご利用になれます。

教弘保険の特長

教弘保険に加入すると次のような特典があります。

視聴できます。
プロモーショ

ンビデオを

右の二次元コードから
埼玉支部の主な活動が
ご覧になれます。

ぜひアクセスして
みてください‼



お名前・ご住所・ご勤務先等変更の
ご連絡はこちらから会員の皆さまへのお願い
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「Chromecast」を用いて ICT 環境を整
備しました。端末を子どもに文房具のように
活用させ、「デジタルとリアル」を融合した
授業改善に学校全体で取り組みました。

子どもの ICT活用スキルの向上だけでなく、教
職員の意識の変容、そして、授業自体が子どもたち
の深い学びへつながる授業へと変わりました。また、
職員業務の ICT化も進み、授業準備の時間や調査
集計の時間が短縮でき、業務改善につながっています。

「Chrome Cast」の購入費用として
使わせていただきました。

ハイブリッド式の防災イベントの実施
や ICT を活用し、防災ゲームや防災ソ
ングを制作しました。

「防災ゲーム」（防災委員会制作）を体験するこ
とや、命の大切さや未来への希望を込めた「防災
ソング」（防災委員会制作）をみんなで歌うこと
で達成感を得られ、防災への意識が高まりました。

防災イベントや防災委員会の活動費
等で活用させていただきました。

子どもが本来持つ学ぶ意欲、自ら追究
し、自分で自分を創っていく力が発揮され
る授業の構築を目指し、総合的な学習の
時間で「所中探究活動」に取り組みました。

多くの生徒が探究活動に意欲的に取
り組んでいます。生徒の能動性がさらに
発揮できる時間とするために実践を深め
ていきたいです。

外部講師を招いての研修会の謝金や研
究図書購入等に活用させていただきました。

A

A

A

A

A

A

A

A

A

学校課題研究助成事業 防災教育支援事業 ICT活用教育支援事業
本庄市立本庄南小学校所沢市立所沢中学校

Q.3 教育研究助成金はどのように活用しましたか？

Q.2 研究の成果や課題について、児童・生徒の変容も含めてお聞かせください。

Q.1 具体的な研究の取組はどのようなものでしたか？

令和5年度に教育研究助成を受けた学校の中から

ICT 支援員による
教職員研修の様子

アンケート結果をもとに、クラスみんなでやっ
てみたいことについて話し合っている様子

防災体験プログラムで災害時の調理
方法について説明を受ける児童生徒

令和6年度 福祉事業における変更点について

資格・条件 補助金額等
教弘保険10口以上、加入期間10 年以上 5,000 円
教弘保険10口以上、加入期間10 年未満 4,000 円
教弘保険1口以上、10口未満 4,000 円
口数のない教弘保険 3,000 円

※婦人科検診単独の場合2,000 円限度

注1. 教弘保険等の契約日以降に受診された人間ドック等で、引き
続き教弘保険を継続されている方が対象です。

注 2. 補助申請は、受診日より1年以内。また「受診機関の領収書
コピー」、「普通預金口座の通帳コピー」等が必要です。

注 3. 上記の資格・条件等は、令和 6年 3月18日（月）以降に申
込書等を弘済会で受理したものに適用します。

1. 現職者・退職者の人間ドック・脳ドック・婦人科検
診受診者の補助における資格・条件及び補助金額
等を下記の通り変更します。

2.「60 歳記念品贈呈」の新設
「友の会入会記念品贈呈」を廃止して、「60歳記念品贈呈」
を新設します。

3.「贈呈する記念品」の変更

（贈呈内容）
令和6年度以降も教弘保険（1口以上）に加入されており、60歳

を迎えた月に商品券（3,000円）を贈呈します。（申請の必要なし）
また、令和6年度の特例措置として、令和5年度に60歳を迎え、

教弘保険（1口以上）に加入されているにも方にも「60歳記念品」
商品券（3,000円）を贈呈します。（申請の必要なし）

「新規教弘保険加入者」及び「現職の教弘保険継続加入者 5年・
10年・15年・20年・25年・30年」への記念品は図書カードを贈呈
しておりましたが、品物に変更いたします。

埼玉県立日高特別支援学校

公益財団法人 日本教育公務員弘済会（以下「日教弘」）の会員になりましょう！
① 日教弘の会員になれるのは、当会の事業の趣旨に賛同する公立の学校・幼稚園、その他の教育機
関に勤務する教職員及びこれに準ずる者、又はこれらの退職者です。

② 右記の二次元コードからも入会のお手続きができます。
③ 会費等費用は一切不要です。④入会された方には会員証をお送りします。

会員になることで福利厚生サービス（「日教弘クラブオフ」）を利用することができます。

Webでの
入会は
こちらから

会員としてのメリット
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（3）偉人の心を伝える～ふるさと先生による授業～
渋沢栄一翁に造詣の深い

「ふるさと先生」をゲスト
ティーチャーに迎え、学級ご
とに指導していただきます。
昨年度は、渋沢栄一翁の関
東大震災後の行動から、「奉
仕の心」について学びました。

（2）「農業王国ふかや」だからできる～笑顔あふれる自校給食～
地場産野菜も使い愛情のこもったおいしい給食は、本校の

財産の一つです。令和 5 年度には、
学校給食調理コンクールで「郷土
の偉人 渋沢栄一翁の心を知る『あ
りがとう給食』」と名付けた献立が
「埼玉県・さいたま市教育委員会
教育長賞」を受賞しました。

深谷市立常盤小学校
（〒366-0034 埼玉県深谷市常盤町58 番地2）

児童数 :674 名 学級数: 25
TEL 048-571-4923　FAX 048-571-4924
https://www.fukaya-tokiwa-e.ed.jp/

笑顔と元気 しあわせあふれる常盤小学校

本校は、県立高校、市立中学校、市立幼稚園に隣接し、北には常盤公園があり落ち着いた文教地区にある開校 54 年
目の学校です。奈良時代から開けたといわれる地域や約 60 年前に都市計画的につくられた市街地、そして現在区画整理
が進められている地域からなり、児童数は微増しています。古き伝統を守りつつ、新しい風を取り入れながら、「ふるさと
を愛し　夢とこころざしをもち　まごころと思いやりのある常盤の子」の育成に取り組んでいます。

正門から見た校舎

（1）地域が誇る文化「藍染め体験」～オンリーワンの作品作り～
郷土の偉人 渋沢栄一翁の実家は養蚕や藍玉を扱う農家でした。本校
では、学校で藍を育て、たたき染めや藍染めの体験をしています。児童は
世界に一つしかない手提げバッグや前掛けなどを製作しています。

深谷市教育委員会から令和 5 ～ 6 年度の研究委嘱を受け、「深谷を誇りに思い、深谷を語れる児童の育成～ SDGs×ふるさと
教育で深谷の未来をつくる人材を～」をテーマに研究を進めています。

ふるさと教育の推進

学校で藍を育てています（葉の収穫）

給食風景 道徳の授業風景

生葉染め（生葉の液づくり） たたき染め（手提げバッグ） 自分で染めた前掛け

マスコットキャラクター　
ときわんこ

（校長 栗
くりはら

原 孝
た か こ

子）

ふるさと先生との「いささかなりとも働いてこそ」の授業
で、「自分だけがよければいいのではなく、みんなのた
めに行動することが大切だ。」ということを考えました。

メニューが豊富で、栄養のバランスがとれていてとても
おいしく、毎日給食が楽しみです。嫌いなものもおいし
くアレンジされていて、給食なら食べられます。

藍を育てたり、藍染めをしたりして、栄一翁が子
どもの頃の生活は、今と違うことを感じました。
栄一翁についてもっと知りたくなりました。

児童の声

児童の声児童の声

本校は、豊かな心を育む学校を目指し、子どもが安心して生活できる、安全で美しい環境づくりに取り組んでいます。

（1）“手作りで ”「図書室をリニューアルオープン」 （2）“1曲弾いたら交代 ”「校内のストリートピアノ」

潤いのある学習環境

休み時間にピアノの演奏を
聴いていい気持ちになりま
す。弾いたときには拍手を
もらえてモチベーションが
上がります！

居心地がよく、リラックス
できる図書室です。新しい
本がたくさんあり、わかり
やすく置いてあって手に取
りやすいです。

児童の声児童の声
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ご逝去 ご尊名 所属等 ご逝去 ご尊名 所属等ご逝去 ご尊名 所属等

11 月 采澤　　智 友の会（入間市）
〃 木下　兼行 友の会（鴻巣市）
〃 熊倉　明子 友の会（さいたま市）
〃 町田　京子 友の会（さいたま市）
12月 岩城　　純 友の会（坂戸市）
〃 鴨居　護彦 友の会（さいたま市）

12月 小谷野勇司 友の会（川口市）
〃 須永　昭雄 友の会（さいたま市）

1 月 榎本　勝年 友の会（所沢市）
〃 木村　敬子 友の会（神川町）
〃 黒沢　幸子 友の会（越生町）
〃 土田　由紀 ふじみ野市立元福小学校

1 月 韮塚　知久 友の会（深谷市）
〃 野口　広美 友の会（坂戸市）
〃 平沼　　要 友の会（越生町）
〃 吉野　延子 友の会（坂戸市）
2 月 浅賀秀一郎 友の会（小鹿野町）
〃 柴　多美世 友の会（草加市）12月

（敬称略）

つ
つ
し
ん
で

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

令和 5年

令和 6年

比
ひ る ま

留間 智
ち え

恵（埼玉県立上尾特別支援学校）  長
ながしま

島 多
た え こ

絵子（川口市立安行東中学校）  鈴
す ず き

木 敦
あ つ こ

子（寄居町立桜沢小学校） 
（敬称略・順不同）

「教弘会報埼玉No.267」掲載の『一緒にいると楽しい人、疲れる人』有川真由美著　PHP研究所
たくさんのご応募ありがとうございました。

「読者プレゼント」当選者の発表

当選者

※ 弘済会の各種公益事業は、教弘保険の契約者配当金を事業資金として運営
されており、本県教育の振興に寄与しています。

70 年以上にわたる
提携関係

最終受益者は子どもたち

学 校
教職員の皆様

弘済会
参 事

ジブラルタ生命
LC（ライフプラン・コンサルタント）

各種の公益事業
●教育振興事業
●福祉事業

教弘保険加入と
保険金の支払い

公益性 共済性

参 事

日教弘のしくみ

安心を支える
「たすけあいの輪」

弘済会埼玉支部 HPのご案内
（ https://www.kyoko.or.jp）

当支部の主な事業の成果をまとめた「プロ
モーションビデオ」をご覧ください（約 4分）。

「教育研究助成事業」の申請書や報告書の各
様式を掲載していますので、作成に便利です。

ご確認いただくことができます。
の各事業の情報を

奨 学 教育研究助成 教育文化・ ・ ・
福 祉 共済（提携保険事業）
損害保険

・ ・

弘済会の6大事業

是非アクセスして
みてください‼

をすることと、あえて当日まで
のお楽しみにすることを設け
て、授業を行いました。そう
することで授業後、行くところ
を自分で調べる生徒がいたり、
楽しみにしていることを教員
に伝えたりする生徒の姿を見
ることができました。

私が授業づくりで大切にしていることは、生徒が活動に対して意
欲的になれるかということです。教員の課題設定や教材の工夫によ
り生徒の「やってみたい！」という意欲につなげることが大切である
と考えています。今回は「宿泊学習」という行事をテーマに生活単元
学習で事前学習に取り組みました。

はじめに

事前学習では当日の日程表を作る中で、簡単な文字の読み書き
や紙の貼り付けを導入部分で行いました。生徒が自信を持ってでき
る活動を取り入れる
ことで、宿泊学習と
いう経験がない活動
への不安を安心と期
待に変えることをね
らいとしました。ま
た、当日の活動に対
してさらに、期待感
を持てるよう、生徒
の実態に合わせて事
前学習で体験や練習

「やってみたい！」につながる授業づくり

宿泊学習に向けた取組がさらに深まるように「行こう、歩こう、奥
日光！みんな元気でにっこにこ！」を合言葉として学年の教員と協力
し、他の教科と関連性を持たせることで、事前学習の内容の充実と
質の向上を図ることができました。美術では「ふくべ作り」体験、保
健ではお風呂の入り方の学習、職業・家庭では食事や公共施設での
マナー学習を行いました。また、音楽ではテーマソングを作り、授
業ではそのはじまりで歌い、意識が高まるようにしました。前日の
決起集会では、全員でテーマソングを歌い、期待に胸を膨らませて
いる様子でした。

教科等横断的な取組でモチベーションup!

当日は、ハイキングや滝見学、足
湯体験、ホテルでの食事や宿泊、
遊覧船、ふくべ作りなど生徒にとっ
て初めての活動ばかりでしたが、
目を輝かせて楽しむ姿がありまし
た。生徒が活動に意欲的になるた
めには活動の設定の工夫と雰囲気
作りが大切だということを、宿泊
学習に向けた単元に取り組む中で
改めて実感しました。これからも
学年の教員と力を合わせて、子ど
もたちの自信や意欲そして笑顔を
引き出す授業づくりを目指します。

おわりに

埼玉県立春日部特別支援学校

教諭 古
ふ る か わ

川 梨
り

花
か

特別支援学校 生活単元学習

★プレゼントの当選は年度内1回とさせていただきます。

●ホテルのおんせん最高だった
●ゆうらんせんでそとのけしき
がきれいでした。

●えのぐでぬるのがたのしかっ
たです（ふくべ）

●たきがすごかった
●あしゆがあつかった
●イノシシのほねみつけた！
あるくのはよゆうだった（ハ
イキング）

●やまがきれい（ハイキング）

生徒の感想

日程表作りで「やりたい！」
と手を挙げる生徒たち
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今回ご紹介させて頂く学校は、さいたま
市立大宮南小学校です。昭和 7年に開校
した歴史のある学校で、吹奏楽が盛んで
有名な学校です。 2023 年度は埼玉県吹奏
楽コンクールで金賞、西関東吹奏楽コン
クール金賞、東日本学校吹奏楽大会金賞、
日本管楽合奏コンテスト全国大会最優秀賞
と輝かしい賞を受賞されています。吹奏楽
を通しての教育について野津校長先生、顧
問の佐藤先生にお話を伺いました。「多様
性と言われている時代で音楽が好きな児童
の輝く場を作り、児童 1人1人に『やり
抜く力』『目標に向かう力』を身に付けさ
せることと、さらに今まで受け継がれてき
た南小吹奏楽の伝統を守るということを使
命に日々取り組んでている。」とのことでし
た。放課後に訪問した際、学校中に響き
渡る吹奏楽の音色を聞くと自分自身の青春
時代をつい思い出してしまうような、懐か
しさも感じさせてくれる学校です。

私の
出会った素敵な学校

LCの訪問記

ジブラルタ生命保険（株）
さいたま第五営業所 
所長 岡

おか

祐
ゆうすけ

介
〒330-0854 さいたま市大宮区桜木町

1-10-16シーノ大宮
ノースウイング 12F
TEL 048-658-1273

第17回
さいたま市立大宮南小学校

前列左から 佐藤先生、野津校長先生、菅野 教頭先生、
 眞光（まこう）先生
後列左から 中川参事、重山ＬＣ

東日本学校吹奏楽大会での演奏の様子

教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。教職員の皆様から多数のご応募をお待ちしています。
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「教育実践報告」の募集について令和6年度

1 趣旨
埼玉県内各学校・教育機関における個人（グループを含む）または学校を
対象として、優れた教育実践報告に研究助成金を贈り表彰するとともに、教
弘文庫「教育実践報告集」として刊行し、県内各学校・教育機関に配布して、
本県教育の振興に寄与します。なお、令和 3 年度から若手教職員（年齢 35
歳未満の教職員等）の皆様を対象にした「ヤング部門」を新設しております。

2 応募部門
（1）ヤング部門 年齢 35歳未満の教職員等の個人
（2）一般部門 年齢 35歳以上の教職員等の個人、グループ（年齢は不問）
（3）学校部門 埼玉県内の学校
なお、（1）、（2）における年齢の基準日は、令和6年4月1日とします。

3 実践・研究の分野とその対象
（1）教科指導を主とするもの…ヤング部門、一般部門（グループを含む）、

学校部門
（2）教科指導以外の分野の指導に関するもの…ヤング部門、一般部門（グ

ループを含む）、学校部門
（3）学校運営、学校間連携、保護者・地域社会との連携などに関するも

の…学校部門

4 応募要件
（1）応募は、実践に基づくものとし、ヤング部門、一般部門（グループを

含む）の場合は、個人1人（1グループ）につき1編、学校部門の
場合は、学校1校につき1編の応募とします。

（2）公的機関等への研究委嘱等に関わる報告書、研究会・市販の図書・
教育誌等に既に発表したもの及び他団体に応募済みのものなどは応
募できません。

（3）過去3 年以内（令和 3 年度から令和 5年度）の優秀賞・優良賞の受
賞者は応募できません。

（4）応募形式の詳細及び「応募要件確認書」は、当支部 HPから圧縮デー
タ（zipファイル）をデスクトップ等にダウンロードし、ご利用ください。

（5）応募形式を大幅に逸脱する場合には、審査の対象とならないことが
あります。

（6）応募された原稿の著作権は当支部に所属し、提出いただいたもの（写
真等を含む）は返却しません。

5 応募期限 令和 6年 8月30 日（金）必着
（簡易書留でお送りください。）

6 審査及び審査基準
（1）審査・選考は、（公財）日教弘理事長が委嘱する審査委員が行い、

支部長が決定します。
（2）審査基準 ①内容が、当面する教育課題に対しての取り組み、実践

であること。
②実践の成果として、児童・生徒や学校、地域社会等の
変容が具体的に見えること。

③実践に傾けるひたむきな努力や熱意が感じられること。

7 表彰等
ヤング部門、一般部門（グループを含む）、学校部門ごとに下記
（1）のとおり表彰します。
（1）「優秀賞」数編に各10万円、「優良賞・佳作」数編に各 5～1万円

を贈り、入選以外の応募者には、記念品を贈呈します
（2）優れた実践報告は、教弘文庫「教育実践報告集」として刊行し、県

内各学校・教育機関に配布します。
（3）「優秀賞」の中から数編を「日教弘教育賞」論文募集（後援：文部科

学省）に推薦します。

8 応募・ 問い合わせ先
〒 330-0063    
さいたま市浦和区高砂 3-12-24
公益財団法人 日本教育公務員弘済会埼玉支部  
教育実践報告係
https://www.kyoko.or.jp/　
電話：048-822-7554

9 その他
募集により取得した個人情報は、当事業実施のための連絡等以外には使
用いたしません。

重
しげやま

山 弘
ひろゆき

幸

さいたま第五営業所
LC（ライフプラン・コンサルタント）
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公益財団法人 日本教育公務員弘済会埼玉支部
https://www.kyoko.or.jp/

株式会社 埼玉教弘　
https://www.kyoko.co.jp/

〒 330-0063 さいたま市浦和区高砂 3-12-24 TEL 048-822-7551（代表）FAX 048-834-0550
印刷　関東図書株式会社　TEL 048-862-2901

生活上のリスクに対しての対処方法を事前に確認してみませんか？
あなたは、日ごろの生活や将来に向けて、

どのような不安をお持ちですか。
右のグラフをご覧ください。
いつでも誰にでも起こりうる「死亡」「高

度障害」「病気」「老後」等のリスクは、教
職員の皆さま自身の生活設計を変えてしま
う可能性があり、不利益や損失を被る事も
考えられます。
生活上のリスクを認識し、対処する方法

を「共済事業（提携保険事業）提携保険会
社」であるジブラルタ生命保険の学校担当
の「ＬＣサービス」で事前に確認してみませ
んか？

0 10 20 30 40 50 60

特に不安はない

その他

交通事故などの事故を起こしたり、
相手にケガを負わせたりすること　

配偶者の介護が必要となること

親の介護が必要となること

家族の者が死亡する
ようなことが起こること

家族のものが病気や事故にあうこと

自分の不慮の死により
家族の者に負担をかけること

老後の生活が経済的に苦しくなること

年をとって体の自由がきかなくなり、
病気がちになること　

自分の介護が必要となること

自分が病気や事故にあうこと

9.7

0.4

27.9

30.2

33.2

36.3

50

31.9

38.4

43.5

43.9

57.6 自
分
自
身
に
関
す
る
不
安

家
族
に
関
す
る
不
安

（複数回答　単位：％）2022（令和4）年（N:4,844）

※集計対象は18～79 歳

代理店　（株）埼玉教弘 損害保険課　TEL 048-822-7553（直通）
引受保険会社  東京海上日動火災保険（株）　担当課  埼玉中央支店マーケット開発チーム  TEL 048-650-8381

お申し込み・
お問い合わせは

生命保険文化センター「2022 年度生活保障に関する調査」（2023 年 3月）


